
技術分野の学習過程のイメージ（目指す資質・能力と学習評価場面の例）

問題発見・解決の過程それぞれの場面でクラウドを活用するポイント

技術・家庭科（技術分野）



見方・考え方：生徒がクラウドで友達の考えや資料等を活用して課題の解決方法を最適化
ＩＣＴの活用：クラウド上の情報を活用することで各自の課題やペースでできるようにしている(複線型の授業実践)
学習場面 ：各自が課題を設定し、必要な情報を収集、整理・分析し、課題解決にむけて学習を進めていく場面

学習の流れを示し、学習問題（ねらい）を確認する

【課題の設定】

教科書や友達の考えを参照し
ながら解決方法を改善する

動画でさしがねの使い方を
確認する

動画のお手本を見ながら
材料を切断する

友達と動画で確認しながら
けがきを行う

（学年・題材名） 中学校１年・使いたい理由がそこにある ものづくりで生活を豊かにしよう

設定した課題の解決にむけて、生徒自身が学習を調整しながら進めていく

学習問題（ねらい）と学習の流
れを確認します。学習の流れや
学習問題は、クラウドで生徒が
必要な時にいつでも確認できる
ようになっています。

クラウド上にも学習の流れを載せる↑
チャットを使って課題を共有
します。友達の設定した課題
を参考に、自分の課題をより
良く修正する様子もありまし
た。

更には、進捗状況を共有し、
協働的な学びに繋げやすくし
たり、個別の指導が必要な生
徒を確認しやすくします。

今日の授業の自分の課題を
チャットに入力する

クラウドに自分の進捗状況を
入力し、情報共有する

【情報の収集】【整理分析】教科書・動画・学習カード・友達から

学習の流れや学習問題を確認
し、自分の課題を設定するこ
とで、生徒たちは自分で学び
方を選択して追究できていま
した。

クラウドで他者の進み具合や
工夫を参照しながら製作を進
めます。

本事例のICT活用のポイント
・見通しをもって追究できるよ
うに学習問題や学習の流れを
クラウドで共有します。

・クラウド上で友達の考えを参
照できるようにすることで、
自分にあった課題を設定でき
るようにしています。

・クラウドを有効活用すること
で、生徒自身が、学び方を選
択できるようになっています。

必要に応じて先生が個別に
アドバイスします。


